[bookmark: _GoBack]団体規約の参考例として作成したものです。
必ずしも、これによる必要はありません。

（団体名）規約

令和○年○月○日制定

（名称）
第１条　この会は、○○○（以下「〇〇〇」という。）と称する。

（事務所）
第２条　〇〇の事務所は○○○に置く。

（目的）
第３条　〇〇は、○○○を解決する○○○を行い、○○○に寄与することを目的とする。

（事業）
第４条　〇〇は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。
(1)　○○○
(2)　○○○

（構成員）
第５条　〇〇の〇〇の目的に賛同する個人会員を持って組織する。
(1)　〇〇〇
(2)　○○○
(3)　○○○

（会員）
第６条　会員として入会しようとするものは、入会申込書を〇〇へ提出しなければならない。
２　会員が退会しようとするときは、その旨を〇〇に届けなければならない。
３　会員が各号のいずれかに該当する場合は、会長は理事会の承認を得たうえで退会させることができる。
(1)　会費を〇〇年以上滞納したとき。
(2)　会員として不適格な行為を行ったと認められるとき。

（会費）
第７条　会費は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額とする。
(1)　個人　年間〇〇〇円
(2)　既納会費は、その理由の如何をとわずこれを返納しない。

（役員）
第８条　協議体に次の役員を置く。
(1)　代表　　１名
(2)　副代表　○名
(3)　理事　　〇名
(4)　監事　　○名

（役員の責務）
第９条　代表は、〇〇〇を総括し、これを代表する。
２　副代表は、代表を補佐し、代表に事故あるとき又は代表が欠けたときはその職務を代理する。
３　監事は会計の監査を行い、事務手続に係る不正を未然に防止する。監事は、いつでも、役員及び事務局に対して事業の報告を求め、協議体の業務及び財産の状況の調査をすることができる。

（総会）
第10条　総会は、○○、○○、○○をもって構成する。
２　総会は、次に掲げる事項を議決する。
(1)　規約の制定又は改廃に関する事項
(2)　事業計画、収支予算及び収支決算に関する事項
(3)　〇〇会の運営に関すること。
３　総会は、年１回開催する。ただし、代表が必要であると認めたときは開催することができる。
４　総会の議長は、代表が務める。
５　総会は、構成員の過半数の出席がなければ開会することができない。
６　総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。
７　やむを得ない理由のために総会に出席できない場合は、あらかじめ書面で表決し、又は代理人をして表決を委任することができる。この場合、第６項の適用については出席したものとみなす。

（事務局）
第11条　〇〇〇の事務を処理するため○○に事務局を置く。

（経費）
第12条　〇〇〇の経費は、負担金、補助金、年会費、その他の収入をもって支弁する。

（解散における地位の継承）
第13条　〇〇〇は、総会の決議により解散する。解散を決議する際には併せて地位の継承者を選任しなければならない。

（その他）
第14条　この規約に定めるもののほか、協議体に関し必要な事項は、代表が別に定める。

　附　則
　　この規約は、令和○年○月○日から施行する。




2

